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 暑さも一段落し、過ごしやすい季節になってきました。日中は暖かくても、朝晩はひんやりと肌寒い日が続い

ています。10月は中間考査や東陽祭、修学旅行・遠足と行事が盛りだくさんです。風邪の症状や体調不良で来室

する人も増えていますので、規則正しい生活を心がけるとともに、気温に合わせて衣服の調節をする等体調を崩

さない工夫をしていきましょう！ 

   
 10 を横にすると、眉と目のように見えることから、10 が 2 つ並ぶこの日が「目の愛護デー」になりました。

スマホを見たりゲームで遊んだりする時間を決めるなど、休みなく働く目を労わり目に優しい生活を心掛けてみ

ましょう。 

 

 

 目は脳の出張器官とも言われます。そのわけは、脳が情報の約 80％を目から得ているからだそうです。そんな

目が「見ている」ものが、1 日中スマホの画面ばかりだと、つまらなくないですか？脳に届く画像はひらべった

くて、情報はとても限定的。退屈な感じがします。 

 読書の秋、芸術の秋、食欲の秋。本の中に広がる世界、心を揺さぶる絵や写真、目にもおい

しい旬の食材など、いろいろなものを「見て」脳も楽しませてあげたいですね。 

 

保健だより 



自然治癒力が低下 

自然治癒力がアップ 

病気ではないのに飲む 

 

 「薬と健康の週間」は、医薬品を正しく使用することの大切さ、そのために薬剤師が果たす

役割の大切さを一人でも多くの方に知ってもらうために、ポスターなどを用いて積極的な啓発

活動を行う週間です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 人間の体には本来、病気やけがを回復させるためにはたらく「自然治癒力」が備わっています。自然治癒力が

弱くなると、風邪などの感染症の病気にかかりやすくなり、病気やけがも治りづらくなります。このようなとき、

健康な状態に早く戻れるように補佐するのが薬の役割です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

病気 健康体 

病原菌を防ぐ力が弱ま

っている 

病原菌の侵入を防ぐ 

病気やけがをすみやかに

回復させる 

薬は自然治癒

力を助ける 
病原菌 

自然治癒力 医薬品 

 

量や回数を勝手に増やす 

 病院や薬局の薬だからどのように使っても安全というわけで

はありません。間違った使い方を繰り返せば、急性中毒や薬物依

存になる危険性があります。 


